
開催日時：令和８年９月１０日(木) １４時～１６時

開催場所：和歌山県立医科大学 紀三井寺キャンパス 図書館棟３階研修室

本学 看護部 中央手術部 谷口 勇気 主査看護師

たにぐち ゆうき

■ 電 話 ０７３－４４１－０７８９

■ メール ➀ 以下のURLのページ下部にある申し込み用紙のデータを

ダウンロードして必要事項を入力してください。

② 必要事項を入力した申し込み用紙のデータを添付して、

以下のメールアドレス宛てに送付してください。

https://www.wakayama-med.ac.jp/shisetsu/life/index.html                              

life@wakayama-med.ac.jp

■ FAX ０７３－４４１－０７13

「がん診療において放射線治療でできること」

申込み方法 令和８年７月２３日(木)までに以下のいずれかの方法で
お申し込みください。先着３０名。

第５回
最新の医学・医療カンファランス

市民講座

問合せ先 和歌山県立医科大学 生涯研修センター （電話）073－441－0789

本講座は、一般の方に最新の医学・医療情報等を提供し、
教養を深め、健康や治療に役立てていただくことを大きな
目的として開催しています。医学・医療に関する専門的知
識は必要ないので、興味のある方は、ご覧ください！

「手術後の痛みや吐き気どうしたらいいの？」

手術を受けたあと、多くの方が「痛み」や「吐き気」といったつらさを感じることがあります。痛みを和
らげるお薬は、とても大切ですが、その影響で吐き気がでることもあります。当院では手術後の体の
状態を丁寧に確認しながら、お一人おひとりに合ったお薬の調整を行い、できるだけ苦痛を少なくす
るために「術後疼痛管理チーム」が関わっています。本講演会では、手術後によくみられる痛みや吐き
気について、なぜ起こるのか、つらいときにどう伝えればよいのか、術後疼痛管理チームの医師や看
護師、薬剤師がどのように対応しているのかを、わかりやすくお話しします。安心して手術後を過ごし
ていただくためのヒントをお伝えします。

放射線治療は、手術や薬の治療と並ぶ、がん治療の大切な方法の一つです。がんを完全に治すことを
目指して行う場合だけでなく、手術の前後に組み合わせて行ったり、痛みやしびれ、息苦しさなどの
つらい症状をやわらげたりするためにも用いられます。近年は、放射線をがんにより正確に当てる技
術が進歩し、周囲の正常な臓器への影響をできるだけ少なくしながら治療できるようになってきま
した。本講演では、代表的ながん治療を例に、放射線治療がどのような場面で役立つのか、どのよう
な効果や注意点があるのかを、わかりやすくお話しします。

ど い ひろし

本学 医学部 放射線医学講座 土井 啓至 教授


